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Pycococcus furiosus virus-like Particle (PfV)は，外径約 350 Å の球殻構造を有するウィルス様粒子である．

本研究では，PfV の球殻内部に磁性を示す金属ナノ粒子を合成させ，さらに，PfV を結晶化させることで

磁性金属ナノ粒子を 3 次元的にかつ規則的に配列させたナノ材料の創製を目指している．平成 27 年度ま

でに，PfV の作製方法，結晶化方法を構築しており，平成 28 年度は本技術をベースとして，PfV および

PfV 結晶内の金属磁性ナノ粒子を合成するステージへと移行した．また，材料化への重要課題である PfV

結晶サイズの増大に関する検討も同時に進めた．平成 28 年度に得られた成果の概要を下記に記す． 

（1）PfV 結晶内への Co-Pt ナノ粒子の合成と磁気特性評価 

 PfV 結晶に対して Co-Pt ナノ粒子を合成し，その合成時 pH 依存性，Co-Pt 合成量依存性について検討

した．評価指標は，作製試料に対する室温での PfV の単位体積辺りの飽和磁化とした．合成時の pH に

よって，発現する飽和磁化はピークを示し，最適な pH 条件が存在すること，Co-Pt の合成量の増加によ

って，観測される飽和磁化は単調に上昇する．また，SPring-8 BL44XU における回折実験の結果，PfV へ

の Pt の合成位置を明らかにした．これらの結果を基に，合成されている Co-Pt ナノ粒子の位置を始めと

する構造評価，構造評価を基にした磁気的性質の定量解析が今後の課題となる． 

（2）PfV 結晶サイズの増大の試み 

 本研究では，PfV 結晶の作製方法としてハンギングドロップ蒸気拡散法を用いている．平成 28 年度は，

上記（1）の研究課題と平行して，ハンギングドロップ時の結晶化条件による PfV 結晶サイズの増加につ

いても検討した．主な結果として，結晶化条件によって，PfV 結晶サイズをサブ mm から 1 mm まで増加

させることが出来る．これにより，高い S/N 比での磁気特性評価が可能になったため，上記の課題にも

あげた定量化への指針が得られつつある． 
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